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■知識・技能の習得を図る問題

■全国学力・学習状況調査 Ａ問題

■学年 ２年

■単元 ２－２ 連立方程式

■ねらい 二元一次方程式とその解の意味を理解することができる

数量の関係をとらえ，連立二元一次方程式を立式することができる

簡単な連立二元一次方程式を解くことができる

１

(1) 方程式の解の求め方を指導する際に，解の意味を理解できるようにすること

が大切である。

方程式の解が，その等式を成り立たせる数や数の組であるとともに，二元一

次方程式においては解が無数にあることを理解することが大切である。指導に

当たっては，方程式の解を求める手続きの習熟を図ることだけでなく，様々な

数や数の組を方程式に代入するなどして解を試行錯誤しながら探したりするこ

とや，一次関数の学習の中で，二元一次方程式を一次関数の式とみて直線のグ

ラフとして表し，その直線が通る格子点だけではなく，その直線上にあるすべ

ての点が解であることを確かめたりすることが考えられる

(2) 方程式を立式するために，図や表を生かして，数量の関係を視覚化できるよ

うにする問題の解決に方程式を利用する際には，数量の関係をとらえ，問題に

示された条件 を方程式で表現できるようにすることが必要である。

指導に当たっては，問題場面を整理するために線分図や表を利用して，数量

の関係を視覚的にとらえ，方程式の立式に役立てるようにすることが大切であ

る。

(3) この問題は，簡単な連立二元一次方程式を解くことができるかどうかをみる

ものである。

ここでは，文字を１つ減らして一元一次方程式に変形し，２つの二元一次方

程式を同 時に満たす値の組を求めることになる。 連立二元一次方程式を

解くことは，一次関数のグラフの交点を求めるなどの際に必要である。ここで

は，代入法を適切に使って，連立二元一次方程式を解くことができるようにす

ることが大切である。

(4) ここでは，加減法を用い連立二元一次方程式を解くことの学習で，一方の文

字を消去し，既習の一元一次方程式に帰着させるために，加減法や代人法を適

切に使うことができるようにすることが大切である。

指導に当たっては，いくつかの連立二元一次方程式を加減法と代人法で解き，

それぞれの解き方を比較して，加減法と代人法に共通する考えを理解したり，

それぞれの解き方のよさを実感したりできるようにすることが考えられる。
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(5) ここでは，かっこがある連立二元一次方程式や小数，分数が含まれている連

立二元一次方程式を解く学習である。

両辺を何倍かして係数を整数にして，解くことができるようにすることが大

切である。かっこがある問題や分数や小数を含む問題は，苦手意識をもってい

る生徒も多い。小数が出てきた場合は両辺を１０倍，１００倍・・・などする

ことや，分母が異なる分数が出てきた場合は，その最小公倍数を両辺にかける

とよいことを理解すれば，整数係数の連立二元一次方程式を解くことと，全く

同じであることに気付かせたい。


